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学学校校名名・・施施設設名名等等  雲雲南南市市立立大大東東小小学学校校  

担担当当者者名名      宮宮本本有有生生・・景景山山晴晴希希

対対象象河河川川名名      赤赤川川 実実施施時時期期  秋秋  

取取りり組組みみ状状況況（河川環境の状況、学習での取り組み、指導者・ボランティア等について） 

〔参加学年等〕 ４年      〔参加者数〕 秋調査 39 人 

＜調査場所＞赤川 教橋下（七夕公園） ＜実施日＞2023年 9 月 8 日（金） 

＜実施内容＞しまね環境アドバイザー 岩﨑知久さんを講師に招いて、 

ホタルがいる場所における河川環境調査

＜天気＞曇り時々雨 ＜気温＞27℃ ＜水温＞23℃  

＜水のきれい度＞「ややきれいな水」と判定 

＜一番多かった指標生物＞カワニナ類 114 

＜その他の生物＞ヒラタカゲロウ類 5、ヨコエビ類 20、 

ヒラタドロムシ類 11、ミズムシ 5、

イソコツブムシ類 11  など

＜水辺の様子＞ 

・川縁には草が生い茂り、川底には丸い石が

砂に混じっていた。

・水草が生えていて、水ゴケもあった。

・川の中や川原に、少しゴミがあった。

子子どどももやや教教師師・・地地域域等等のの感感想想（子どもの反応や反省点、要望等）

子どもたちは、赤川にいるたくさんの水生生物に関心を持ちながら意欲的に活動しました。 

○石についている水ゴケの影響もあり、滑りそうでした。

○たくさんの水生生物が見つかり、赤川の水質はどの基準になるかをよく考えることがで

きました。

○pH テストや COD テストでは、結果が様々でしたがいい経験でした。

（児童の感想から） 

○赤川にゴミが落ちていて残念でした。ゴミをなくしていきたいです。

○赤川の中にたくさんの生物がいることを知りました。

○赤川がややきれいと分かって、きれいにしたいと思いました。
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